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四万十川におけるアユの瀬づくり事業について 

四国地方整備局 中村河川国道事務所  濵田洋平 

第11回「川の自然再生」セミナー 

   平成25年10月17日 

産卵場に集合したアユの群れ（四万十川） 
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はじめに 

１．四万十川について 

 

２．アユの瀬づくり事業の概要説明と効果 

 

３．アユの瀬づくり事業と河床変動について 

 

４．整備における市民参加と観光への効果 
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四万十川流域の概要 
１）流域諸元       ：流域面積2,186km2    幹線流路延長196km 

２）流域内状況  ：流域内人口       ： 約 9.7万人 

                         想定氾濫区域内人口 ： 約 2.5万人 

                         想定氾濫区域面積   ： 約 41.6km2 

下流域拡大図 
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■年平均降水量は約2,900mmで、全国平均（約1,700mm）の約1.7倍。全国でも有
数の多雨地域 
■降水量は、台風常襲地帯に位置しているため、9月に多く、特に四万十川上流
で多い。 
■河床勾配は、上流部が約1/100～1/650、中流部が約1/380～1/1,300、下流部
が約1/1,200～1/2,200 

年間降水量分布図 

広見川 

アメダス平年値 単位：mm 
統計期間：1971～2010年 
気象庁提供 
 

0

100

200

300

400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降
水
量

(

㎜

)

0

5

10

15

20

25

30

気
温

（
℃

）

降水量（船戸・上流部）
降水量（近永・中流部）
降水量（中村・下流部）
気温（中村）

四万十川の特性について 
降雨特性 降水量 

河床勾配 



平成25年10月17日 第11回川の自然再生セミナー 

4 

7 7 

２．アユの瀬づくり事業の 

概要説明と効果 

四万十川 
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四万十川自然再生事業の背景 

1966(S41) 

2002(H14) 

休耕田 
樹林化 

白い砂州 広い瀬 

砂州の樹林化、川幅の減少 

川幅減少 

◆四万十川では、昭和40年頃は良好な砂や小石の河原が広がり、アユの産卵場となる
十分な早瀬がありました。 

◆現在は、河原の樹林化や川幅の減少により、白い砂州や広い瀬が少なくなり、アユの
産卵場が減っています。 

アユの漁獲量の経年変化
資料：中国四国農政局「高知農林水産統計年報」
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Ｈ２１実施箇所 Ｈ２０実施箇所 Ｈ１９実施箇所 Ｈ１８実施箇所 Ｈ１５～１６試験施工 

アユの瀬づくり事業の概要 

自然堤防地形の     
エノキ・ヤナギ林、竹林 

陸側台地状のエノキ林
（上下流は竹林） 

伐開範囲（竹林は伐採除根） 

樹木の伐採(疎林)     
竹林伐採・除根 

表層細粒土砂層の撤去  

アユの瀬づくり（断面図） 

砂州の切下げ 

 

段階施工の流れ 

Step1 樹木伐採             

表層細粒土砂の除去             

（H21年度で完了） 

Step2 砂州切下げ 

土砂移動状況を踏まえ、検討し
砂州切下げを実施予定。 

＜目的＞ 

○アユの生育、産卵場に適した、流れのゆっ
たりとした浅い水域と産卵のための広い瀬を
再生する。 

赤鉄橋 

四万十川10k/0～13k/0（入田箇所） 

Step1 

Step1 

Step2 

＜方法＞ 

○河岸樹林を伐採、流路幅を拡大し、掃流力
を低下させ、深掘れを抑制する。 

○平水位以上の川幅を拡大し、土砂を洪水に
より下流へ流し、河床形状等を復元する。 

○砂州の切下げを行い、冠水頻度を上げ、樹
林化を抑制し、河床の安定を図る。 

10 10 

【施工前】 

河畔林の間伐 
【施工後】 

具体の取り組み 河畔林の間伐（H19-H21） 
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事業実施状況（樹木伐採） 
作業状況 

全景 

12 12 12 

平成23年7月出水（台風6号）の状況 

H23.7.19 16時頃撮影 

ピーク 水位   

8.50m 

四万十川橋（赤鉄橋） 

アユの瀬づくり事業箇所 

アユの瀬づくり事業箇所 

四万十川 

氾濫危険水位 8.15m 

水防団待機水位 5.00m 

氾濫注意水位 6.50m 
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◆H22に比べてH23は大規模な出水が頻発し、土砂移動のエネルギーが大。 

◆河原の冠水回数はH22で4回、H23で8回。 

◆具同第2観測所の最高水位はH22の7mに対して、H23では11ｍ超を記録。 

四万十川における流況の年変化 

（H22とH23） 
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H23 河原冠水回数 

H22 河原冠水回数 
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アユの産卵場（四万十川10k-14k） 

四万十川下流域のアユの産卵場と「アユの瀬づくり」整備位置 

（実施済み） 

（計画予定） 
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平成22年と平成23年の地形変化量 

平成22年度→平成23年度の   
地形変化量 

平成22年度及び平成23年度測量結果における地形変化量 

堆積域から洗掘域に変化 

中州が洗掘 

中州を洗掘した土砂が堆積 
中州面積が拡大 

陸域部が洗掘 

河道内に堆積 

砂州が洗掘域に変化 平成21年度→平成22年度の   
地形変化量 

大墜(おおずい) 

産卵場 

小畠 

産卵場 

大浦 

産卵場 
赤：堆積 

青：洗掘 

16 16 16 

H21→H22 H22→H23 

◆H22に比べてH23は大きな出水が頻発したため、土砂移動の変化量が大きい。 

◆最大の産卵場が形成された大墜(おおずい)箇所は堆積傾向が顕著。 

12k/000 

9k/600 

12k/000 

9k/600 

土砂移動の年変化（地形変化量） 

土砂移動量の総計 約61,000m3 土砂移動量の総計 約133,000m3 

大墜(おおずい) 

産卵場 

小畠 

産卵場 

大浦 

産卵場 
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17 

赤鉄橋

せんば船着き

調査範囲

水面面積＝約370，000m2

赤鉄橋

せんば船着き

調査範囲

水面面積＝約370，000m2

潜水による親アユの観察 

産卵期の親魚の推定 

四万十川 

18 18 

産卵期のアユ親魚尾数の推定結果 

◆既往調査と比較すると、事業実施後に増加傾向にあり、 
 実施前の平成12年に近い水準であった。。 
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産卵場面積の経年変化 
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産卵場の河床状態の経年変化（貫入試験） 

◆柔らかいほど産卵場としては適。事業実施後では、出水規模にかかわらず 
産卵場の貫入値が増大（浮き石状態に移行）している状況が確認された。 
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事業実施中 事業実施後 

産卵場の目安 

9,900m3/s 1,500 7,800 3,400 9,700 4,100（暫定） 年最大流量 

平均13.3cm 平均16.0cm 

21 

22 22 22 

アユ産卵場での落ち鮎漁（H24.12.1解禁日） 

豊 漁 

大 型 

大墜産卵場 
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月 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 10カ年最高値

最高 29.4 30.8 30.2 31.0 31.1 28.7 30.3 28.9 27.4 32 .5 32.5

最低 20.9 26.6 21.0 22.0 26.4 20.0 24.2 24.0 20.7 27 .4 27.4

平均 24.4 28.8 27.2 28.3 28.7 25.4 27.5 27.2 24.9 30 .0 30.0

測定日数※ 22 20 21 21 26 27 23 25 23 28 -

※)　調査年によって測定日数は異なります。

8月

今夏（８月）の四万十川における高水温 

24 24 24 

小畠産卵場（9k800付近）の変化（3ヵ年） 

H23 

H22（2,930m2） 

・河原の草本類が総流された（白い河原の出現） 

・砂州の延伸＝活発な土砂移動 

早瀬 

早瀬 

流れ 

H23（1,044m2） 

H24（307m2） 

・再び草本類が繁茂 

河原 
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大墜産卵場（10k700付近）の変化（3ヵ年） 

H23 

H22（330m2） 

・河原の草本類が総流された（白い河原の出現） 
・砂州の延伸＝土砂移動 

四万十川 H23（10,039ｍ2） 

H24（9,100m2） 

・広い産卵場を維持 

砂州 

26 26 26 

大浦産卵場（11k600付近）の変化（3ヵ年） 

H23(625m2） 

H22（199m2） 

・瀬の平坦化 

・小砂利の増加 

H24（391m2） 



平成25年10月17日 第11回川の自然再生セミナー 

14 

27 27 
平成24年9月 

入田産卵場（12k400）の変化（3ヵ年） 

H23(2,178m2) 

H22（なし） 

・河原の草本類が総流された（白い河原の出現） 

H24(なし） 

・再び草本類が繁茂 

28 28 28 

佐田産卵場（14k000）の変化（3ヵ年） 

H23（960m2） 

H22（144m2） 

・顕著な地形変化はないが河床の平坦化 

・浮石河床が広がった＝土砂移動 

四万十川 

H24（539m2） 
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出水に伴う河床変化とアユの産卵場の関係 

出水後に土砂供給と浮き石河床の形成 

アユの産卵場の環境が改善 

H23(最大流量9,700ｍ3/ｓ） H22（最大流量3,400m3/s） 

はまり石状態（産卵場不適） 浮き石状態（産卵場 適） 

30 30 

①洪水と土砂移動の関係 
H22（3,400m3/s）に比べてH23（9,700m3/s）では、大規模な 
 出水が頻発し、土砂移動の変化量が大きかった。 

③産卵場の環境と広がり 
事業後において産卵場面積は拡大傾向にある。 
◆H23洪水後に土砂移動量（堆積量）の大きかった大墜(おおずい) 
 箇所に大きな産卵場が形成され、H24も引き続き最大の産卵場 
 が形成された。 
◆H22に比べてH23では産卵に適した浮き石河床が広がった。 

②産卵期における親魚数の推定結果 
H22（11万尾）、H23（18万尾）、H24（48万尾）と増加傾向。 

ここまでのまとめ 
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31 31 

３．アユの瀬づくり事業と 

河床変動について 

32 32 

四万十川平均河床高変動量(昭和41年～昭和54年)
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四万十川平均河床高変動量(昭和60年～平成5年)
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四万十川平均河床高変動量(平成9年～平成24年)
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砂利採取（S57禁止）以降、低下傾向が続くものの低下量は減少 

砂利採取によって全区間低下傾向 

4k～6kで河床堆積傾向、11k～13kはほぼ変化無し 
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最深河床低下傾向 

四万十川の河床低下と二極化の進行 
①平均河床高変動量（S41～S54） 

②平均河床高変動量（S60～H5） 

③平均河床高変動量（H9～H24） 

横断重ね図（S41～H24） 10k/4地点 

砂利採取量（S41～S56） 

◆過去の砂利採取（昭和40～50年代）等により、
河床の低下や二極化している現状がある。 

アユの瀬づくり 
10k/4 
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12.4k　横断形状経年変化
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◆昭和40年代に行った砂利採取により、Ａ区間の砂州部が低下。 
◆現在は、砂州の回復が見られるが、草地化、樹林化が進行している。 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

1966(S41)

1981(S56)

1986(S61)

2002(H14)

竹林

河畔林

草地

裸地

抽水植物

水域

砂州の草地化進行

草地が樹林に変化

Ａ区間 

草地 

砂州の草地化・樹林化（12k/4地点） 

植物 

植物 

水域 

草地が樹林化 

横断形状 経年変化 

横断河川状況 

S４１ 

S５６ 

H１４ 

S６１ 

年 

左岸からの距離 

左岸からの 

S４１ 

S５０ 低下 

H１７ 

33 

34 34 

◆樹木伐採（step1）は平成21年度で完了し、現在その効果検証・評価を
行うための調査を実施している。 
◆産卵場面積、出水時の水理量把握などモニタリング調査を継続している。 

四万十川 
12.0k 

11.0k 

10.0k 

13.0k 
12.2k 12.4k 

12.6k 
12.8k 

11.8k 
11.6k 

11.4k 

11.2k 

10.8k 

10.6k 

10.4k 

10.2k 

河床掘削 河床掘削（step2） 
河床掘削 

（step2） 

樹木伐採（ｓｔｅｐ１）完了 

※ 河床掘削範囲は、地形変動により変更になる場合がある。 

：アユの産卵場 

ADCPを用いた流速観測 

自然再生事業の取組み 
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35 35 

◆これまでに得られた知見や土砂移動状況を踏まえ、今後、計画を順応的
に修正した上で、砂州切下げ（step2）を実施予定。 
◆本事業箇所は、他地区と比較して治水安全度が低いことから、流下能力
を確保をしつつ、「攪乱しやすい環境」を整備していく。 
 

掘削位置・形状を検討 

（緩勾配掘削など） 

低水路拡幅 → 川幅水深比の増大 

水深増大 → 無次元掃流力増大 

今後の自然再生事業の取組み 

36 36 

４．整備における市民参加と 

観光への効果 
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37 37 

四万十川流域の約80団体が参加 

地域づくり活動のネットワーク的な組織 

「昭和30～40年代の 

    四万十川の原風景の保全・再生」 

平成14年11月7日  

• 四万十川を守ることこそまちづくり！  

• 流域住民が主体となり、意見・提案・活動を
行ない、地域の活性化を図る！ 

四万十川自然再生協議会発足 

38 38 

（四万十川自然再生協議会） 
再生協： 
昭和30～40年代の四万十川
の原風景の保全・再生 

自然再生事業： 
昭和40年代の四万十川
の原風景の保全・再生 

自然再生事業と再生協の思い 
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① 今やっている事業を継続しよう。 
   ・・・各団体の事業継続・・・ 

 

② 分からないことは学習しよう。 
   ・・・ソフト面での行動の展開・・・ 

自然再生協議会、二つの方針 

40 40 

＜ソフト面での取り組み＞ 
  ａ）自然観察会            ・・・自然に学ぶ 

  ｂ）四万十川景観等検討協議会  ・・・現場で学ぶ 

  ｃ）地域シンポジウム開催     ・・・地域と共に 

  ｄ）漁協との勉強会         ・・・専門家に学ぶ 

          ・ 

          ・ 

          ・ 

自然再生協議会の取り組み（１） 
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41 41 

• 平成15年～（Ｈ２５．６ 第39回観察会を開催） 

a）自然観察会 

42 42 
a) 事業着手前に状況 

ｂ) 伐採状況把握 

c) 伐採後のモニタリング 

取り組み事例 継続して 
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43 43 

バードウォッチング 

四万十川河口の観察 

河原の石の観察 

取り組み事例 多方面に 

44 44 
アユのことは、川漁師に！ 

d）漁協との勉強会 

漁業関係者 

自然再生協議会 

事業者（国） 
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45 45 

現地でも！ 

← アユの瀬（産卵場）現地視察 

↓ 小学生の勉強会 

講師：四万十川漁業協同組合連合会 

生徒：「未来の四万十川の守り手」となる小学生 

46 46 

① 川作りへの提案 

② 川の 
   環境保全 

③ まちづくり 

「流域住民が主体となり、意見・提案・活動を行ない、地域の活性化を図る」 

協働作業 

自然再生事業箇所（四万十市）でも実践 

自然再生協議会の取り組みイメージ 



平成25年10月17日 第11回川の自然再生セミナー 

24 

47 47 

樹木伐採＋砂州の切り下げ 

          ＝河原の攪乱環境を創出！    

四
万
十
川
自
然
再
生
事
業 

 
 

 

～
ア
ユ
の
瀬
づ
く
り
～ 

自然再生事業の提案 

48 

佐田の沈下橋 

四万十市役所 

事業開始当時の河原 

四万十川赤鉄橋 

ヤナギ林の中 

48 
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49 

入田ヤナギ林の観察 

観察結果の公表 

・段階的施行 

・皆伐ではなく、間伐 

提 案 

提 案 

49 

50 

入田ヤナギ林伐採 

伐採後の経過観察 

モニタリング 

50 
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51 

環境保全の取り組み 

市民一体となった清掃活動 51 

52 52 

自生の菜の花 

アユの瀬づくりから地域活性化へ 

 延長２ｋｍ， 面積８haに  

   わたり咲き乱れる 
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54 54 

ヤナギ林の散策 

イベントコーナー 

菜の花まつり                 
（毎年３月実施） 
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55 55 

四万十未来志向 
「清
流
四
万
十
川
を
未
来
に
残
す
た

め
に
、
私
た
ち
は
自
ら
考
え
行
動
し
て

い
ま
す
」  

「
自
然
再
生
推
進
法
」 

第
２
条 

定
義
（
抜
粋
） 

「
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し
て
、
自
然
環
境
を
保

全
し
、
再
生
し
、
若
し
く
は
創
出
し
、
又
は
そ
の
状
態
を

維
持
管
理
す
る
」 

河川管理者の 

強力なパートナー 

56 56 

①事業の効果（産卵場の環境と広がり） 
◆事業後において産卵場面積は拡大傾向にある。 

③整備における市民参加 
◆地元市民団体と連携して実施。自然保護や維持管理について、 

地域一帯となった活動を実施。菜の花が咲き乱れ新たな観光地に 

まとめ 

②河床変動検討 
◆これまでに得られた知見や土砂移動状況を踏まえ、今後、計画を 
順応的に修正した上で、砂州切下げ（step2）を実施予定 

④事業への期待 
◆地元からも事業への理解が高く、必要性、期待が高い。 

 四万十川による、地域活性化や観光への期待が大きい 


